あなたの一粒の麦とはどんなもの？

韓国の103人の聖人の中には、韓国人として初めて司祭となった金大健（キム・デゴン）神父様がいます。その聖人は司祭として、ただ、1年間司牧していましたが、突然、逮捕されて殉教の冠をお受けになりました。それで、聖金大健神父様は「血の殉教者」と呼ばれ、韓国の司祭たちの守護の聖人として尊敬されています。
さて、韓国人として二番目に司祭となった人は崔良業（チェ・ヤンオブ）神父様です。彼は金大健神父様と一緒に、中国のマカオという所の神学校で勉強しましたが、金大健神父様より4年の後の1849年に司祭になりました。それから、崔良業神父様はすぐ帰国して、11年6か月間、毎年129ヶ所の信仰共同体を訪れながら一生懸命に司牧しました。その間、崔神父様は司祭としての聖務を果たすことは勿論、ほとんどが文盲人であった信者さんたちにハングル（韓国の文字）を教えたり、当時の厳しい身分制度に反して信者さんたちに神様の同じ子供という平等意識を植えてあげたりしました。残念ですが崔神父様は1861年、過労や腸チフスなどの病気で亡くなられました。享年40歳。崔神父様は殉教者でもないし聖人でもありません。でも、韓国では「汗の殉教者」と呼ばれ、特に、司祭達の模範として金大健神父様とは別に尊敬されています。
もう、9月になりました。この9月は「殉教者の月」と呼ばれ、信者の皆さんが、自分の信仰と神様の愛による救いの御業を証しすることに努めるように勧められています。実は、私達信仰のある人々にとって一番重要な任務は、自分の生活の中で、思い、言葉、行いを通して神様の愛を表し、神様の国をこの世の中から実現することなのです。しかし、そうする為には私自身を捨てて、イエス様に従おうとする覚悟が必要です。それは、自分を滅ぼすようなことで、イエス様はそれに対して、「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、一粒のままである。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。」とおっしゃいました。私はそれが殉教の意味だと思います。私達はそれぞれの生活の現場に落ちて、自分ではなく神様の為の実を結ぶ一粒の麦なのです。

私達に先立って、血や汗の麦として実を結んだ多くの人々がいました。それだけではなく、慰めの麦、涙の麦、平和の麦、励ましの麦、助け合いの麦、愛の麦、忍耐の麦、寛容の麦などの色々な麦があります。それらが死ねば、多くの実が結ばれるでしょう。では、あなたの一粒の麦とはどんなものですか。
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あなたの一粒 (ひとつぶ)の麦 (むぎ)とはどんなもの？
韓国 (かんこく)の103 (ひゃくさん)人 (にん)の聖人 (せいじん)の中 (なか)には、韓国人 (かんこくじん)として初めて (はじ)司祭 (しさい)となった金大健（キム・デゴン）神父 (しんぷ)様 (さま)がいます。その聖人 (せいじん)は司祭 (しさい)として、ただ、1 (いち)年間 (ねんかん)司牧 (しぼく)していましたが、突然 (とつぜん)、逮捕 (たいほ)されて殉教 (じゅんきょう)の冠 (かんむり)をお受け (う)になりました。それで、聖金大健神父 (しんぷ)様 (さま)は「血 (ち)の殉教者 (じゅんきょうしゃ)」と呼ばれ (よ)、韓国 (かんこく)の司祭 (しさい)たちの守護 (しゅご)の聖人 (せいじん)として尊敬 (そんけい)されています。
さて、韓国人 (かんこくじん)として二番目 (ふたばんめ)に司祭 (しさい)となった人 (ひと)は崔良業（チェ・ヤンオブ）神父 (しんぷ)様 (さま)です。彼 (かれ)は金大健神父 (しんぷ)様 (さま)と一緒 (いっしょ)に、中国 (ちゅうごく)のマカオという所 (ところ)の神 (しん)学校 (がっこう)で勉強 (べんきょう)しましたが、金大健神父 (しんぷ)様 (さま)より4 (よ)年 (ねん)の後 (ご)の1849 (せんはっぴゃくよんじゅうく)年 (ねん)に司祭 (しさい)になりました。それから、崔良業神父 (しんぷ)様 (さま)はすぐ帰国 (きこく)して、11 (じゅういち)年 (ねん)6 (ろく)か月間 (げつかん)、毎年 (まいねん)129 (ひゃくにじゅうきゅう)ヶ所 (しょ)の信仰 (しんこう)共同体 (きょうどうたい)を訪れ (おとず)ながら一生懸命 (いっしょうけんめい)に司牧 (しぼく)しました。その間 (かん)、崔神父 (しんぷ)様 (さま)は司祭 (しさい)としての聖 (せい)務 (む)を果たす (は)ことは勿論 (もちろん)、ほとんどが文 (もん)盲人 (もうじん)であった信者 (しんじゃ)さんたちにハングル（韓国 (かんこく)の文字 (もじ)）を教え (おし)たり、当時 (とうじ)の厳しい (きび)身分 (みぶん)制度 (せいど)に反して (はん)信者 (しんじゃ)さんたちに神様 (かみさま)の同じ (おな)子供 (こども)という平等 (びょうどう)意識 (いしき)を植えて (う)あげたりしました。残念 (ざんねん)ですが崔神父 (しんぷ)様 (さま)は1861 (せんはっぴゃくろくじゅういち)年 (ねん)、過労 (かろう)や腸 (ちょう)チフスなどの病気 (びょうき)で亡 (な)くなられました。享年 (きょうねん)40 (よんじゅっ)歳 (さい)。崔神父 (しんぷ)様 (さま)は殉教者 (じゅんきょうしゃ)でもないし聖人 (せいじん)でもありません。でも、韓国 (かんこく)では「汗 (あせ)の殉教者 (じゅんきょうしゃ)」と呼 (よ)ばれ、特 (とく)に、司祭 (しさい)達 (たち)の模範 (もはん)として金大健神父 (しんぷ)様 (さま)とは別 (べつ)に尊敬 (そんけい)されています。
[bookmark: _GoBack]もう、9 (く)月 (がつ)になりました。この9 (く)月 (がつ)は「殉教者 (じゅんきょうしゃ)の月 (つき)」と呼ばれ (よ)、信者 (しんじゃ)の皆 (みな)さんが、自分 (じぶん)の信仰 (しんこう)と神様 (かみさま)の愛 (あい)による救い (すく)の御業 (みわざ)を証し (あか)することに努める (つと)ように勧め (すす)られています。実は (じつ)、私達 (わたしたち)信仰 (しんこう)のある人々 (ひとびと)にとって一番 (いちばん)重要 (じゅうよう)な任務 (にんむ)は、自分 (じぶん)の生活 (せいかつ)の中 (なか)で、思い (おも)、言葉 (ことば)、行い (おこな)を通して (とお)神様 (かみさま)の愛 (あい)を表し (あらわ)、神様 (かみさま)の国 (くに)をこの世の中 (よ　なか)から実現 (じつげん)することなのです。しかし、そうする為 (ため)には私 (わたし)自身 (じしん)を捨 (す)てて、イエス様 (さま)に従おう (したが)とする覚悟 (かくご)が必要 (ひつよう)です。それは、自分 (じぶん)を滅 (ほろ)ぼすようなことで、イエス様 (さま)はそれに対 (たい)して、「一粒 (ひとつぶ)の麦 (むぎ)が地 (ち)に落 (お)ちて死な (し)なければ、一粒 (ひとつぶ)のままである。だが、死 (し)ねば、多く (おお)の実 (み)を結ぶ (むす)。」とおっしゃいました。私 (わたし)はそれが殉教 (じゅんきょう)の意味 (いみ)だと思 (おも)います。私達 (わたしたち)はそれぞれの生活 (せいかつ)の現場 (げんば)に落 (お)ちて、自分 (じぶん)ではなく神様 (かみさま)の為 (ため)の実 (み)を結ぶ (むす)一粒 (ひとつぶ)の麦 (むぎ)なのです。

私達 (わたしたち)に先立って (さきだ)、血 (ち)や汗 (あせ)の麦 (むぎ)として実 (み)を結んだ (むす)多く (おお)の人々 (ひとびと)がいました。それだけではなく、慰め (なぐさ)の麦 (むぎ)、涙 (なみだ)の麦 (むぎ)、平和 (へいわ)の麦 (むぎ)、励まし (はげ)の麦 (むぎ)、助け合い (たす　あ)の麦 (むぎ)、愛 (あい)の麦 (むぎ)、忍耐 (にんたい)の麦 (むぎ)、寛容 (かんよう)の麦 (むぎ)などの色々 (いろいろ)な麦 (むぎ)があります。それらが死 (し)ねば、多く (おお)の実 (み)が結ばれる (むす)でしょう。では、あなたの一粒 (ひとつぶ)の麦 (むぎ)とはどんなものですか。
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